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二
9
緒

言

人
類
が
独
伊
遊
牧
又
は
幼
稚
在
る
農
業
に
依
み
て
生
活
し
た
原
始
時
代
に
は
.
衣
食
住
は
殆
ん
ど
有
機
物
の
み
に

依
わ
.
無
機
物
た
る
鋭
物
や
岩
石
h
t利
用
す
る
場
合
は
甚
だ
僅
少
で
'
只
石
器
p
土
葬
を
作
成
使
用
し
た
扮
み
で
あ

つ
ね
が
.
漸
次
進
ん
で
農
業
文
化
時
代
は
移
わ
'
史
に
手
工
業
か
ら
､
機
械
文
化
の
時
代
LJJ>
進
む
ほ
従
で
､
生
活
器

具
や
武
器
､
機
械
等
は
金
属
の
用
途
横
大
L
t
青
銅
時
代
よ
-
銭
p
石
炭
の
時
代
を
経
て
､
石
油
時
代
に
入
-
､
有

用
鋳
物
の
種
蹄
や
其
需
要
の
範
囲
共
は
急
激
は
購
大
し
､
共
等
の
天
然
資
源
の
貧
富
や
産
額
の
多
少
が
.
国
家
の
繁

鎗
嵩
張
に
澱
･9
重
要
在
る
闘
係
を
及
す
事
と
為
っ
た
｡

今
や
他
罪
に
於
で
現
に
蛾
､
石
炭
も
石
油
等
の
資
源
の
亜
富
在
る
図
は
'
共
闘
敬
に
因
む
て
官
服
の
賓
を
畢
げ
､

是
等
の
資
源
の
貧
賜
な
る
図
は
､
戦
時
は
勿
論
､
平
時
に
於
で
79
.
産
業
の
磯
蓬
､
国
力
の
充
賓
に
蔑
多
の
政
情
を

免
れ
無

い
｡
此
傾
向
は
今
後
年
を
迫
で
益
々
探
刻
を
加

へ
る
か
ら
.
天
然
錬
物
資
源
の
調
査
と
之
が
開
襟
た
る
餌
業

の
進
歩
は
.
固
力
の
充
薯
､
問
題
の
進
展
に
向
で
最
も
緊
要
在
る
は
諭
を
侯
ね
ぬ
｡

二
､
金

銀

餅

業

今
昭
和
三
年
(
一
九
二
八
年
)
の
飴
産
額
に
就
て
'
世
界
諮
問
紙
業
の
大
勢
を
通
観
す
る
は
'
先
づ
金
銀
鮎
栄
に
袷



て
p
同
年
世
界
の
金
線
産
額
は
四
億
ド
ル
､
銀
線
産
額
は
概
算
二
億
五
千
常
オ
ン
ス
は
上
-
.
前
年
は
此
し
金
は
約

宵
分
の

一
､
銀
は
約
千
分
の
四
の
増
加
で
あ
る
､
金
透
徹
の
諸
岡
に
冠
た
る
は
依
然
南
ア
フ
-
カ
の
ト
ラ
ン
ス
プ
ア

ー
〝
で
.
北
米
合
衆
閥
が
第
二
位
を
占
め
､
箪
三
は
英
領
加
奈
多
'
約
四
は
メ
キ
シ
n
t
第
五
は
ロ
シ
ア
'
妨
六
は

濠
洲
.
第
七
は
ア
フ
リ

カ
の
ロ
デ
シ
ア
'
購
入
は
日
本
放
朝
鮮
で
あ
る
.
銀
産
頓
の
節

一
は
メ
キ
シ
n
で
'
北
米
合

衆
図
が
欠
張
筋
二
位
を
占
め
'
第
三
は
南
米
p
第
四
は
英
領
加
奈
多
.
第
五
は
歓
雁
巴
､
姉
六
は
濠
洲
'.
筋
七
は
英

領
印
度
'
購
入
は
矢
眼
日
本
及
朝
鮮
で
あ
る
｡
金
の
産
額
に
於
は
常
で
濠
洲
が
世
界
に
覇
を
種

へ
ね
時
代
79
あ
っ
光

が
､
其
後
嗣
並
が
接
頭
し
凍
み
'
今
荷
依
然
世
界
諮
問
の
官
位
を
占
め
て
居
る
'
第
二
位
は
北
米
合

衆
閥
で
あ
る
が

産
金
諸
州
中
､
ア
イ
ダ
ガ
ー
へ
巧
ン
タ
ナ
'
ネ
ヴ
ァ
ダ
､
ア
ラ
ス
カ
､

ニ
タ
メ
キ
y
n
の
諸
州
は
前
年
よ
-
も
櫓
度

し
､
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
p
ア
リ
ゾ
ナ
､

n
p
ラ
ド
'
南
ダ
n
タ
.
ク
オ
シ

ソ

ト
ン
の
諸
州
は
減
産
し
た
.
世
界
諮
問

申
今
後
著
し
-
増
産
の
趨
勢
に
あ
る
の
は
､
英
領
加
奈
太
も
南
米
と
露
酉
並
で
.
英
領
加
奈
太
の
金
鷹
額
は
漕
衣
食

衆
図
を
凌
鶴
す
る
に
至
る
べ
-
､
南
米
は
ブ
茄
ネ
ヅ

ニ
ラ
が
教
も
有
望
で
､
露
歯
並
も
ウ
ラ
ル
地
方
の
蟹
業
が
大
紘

轍
展
し
､
シ
ベ
リ
ア
の
砂
金
地
が
開
凝
せ
ら
れ
た
幌
に
は
産
筏
が
著
し
-
櫓
加
す
べ
き
は
疑
無

い
｡

本
邦
金
'
銀
の
産
敬
は
約
十
年
前
に
於
で
は
.
金
約
二
〇
〇
〇
賞
.
銀
四
〇
〇
〇
〇
賞
内
外
で
世
界
渚
囲
中
､
第

九
.
若
-
は
第
十
位
の
程
度
で
あ
っ
た
が
､
其
後
漸
次
進
展
し
､
昭
利
三
年
に
は
金
二
七
七
〇
賞
'
銀
四
二
七
〇
〇

貫
に
達
し
.
典
に
世
弗
諮
問
中
第
八
位
と
為
っ
た
'
併
し
金
の
産
概
は
何
ト
ラ
ン
ス
ブ
ア
ー
ル
の
約
二
十
分

二

･北

米
各
衆
図
の
四
分

一
錫
に
過
ぎ
ず
'
銀
は
メ
キ
,b
n
の
約
二
十
分

J
p
北
米
企
衆
図
の
十
分

一
勝
に
過
ぎ
覆

い
か
ら

鋭
意
今
後
の
聴
展
を
期
間
せ
ね
ば
な
ら
伯
｡

放
射
錦
炎
火
批

M
C
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業

鋼
塊
業
は
銅
の
常
葉
激
槍
の
食
め
､
市
債
の
昂
膳
を
凍
L
t
昭
和
三
年
は
大
正
七
､
八
年
凍
濃
も
恵
9
<
れ
カ
年
で

世
界
線
産
額
は
百
七
十
薗
親
の
高
額
に
達
し
'
前
年
に
此
し
約

一
割
三
分
六
原
の
増
加
で
､
従
漆
の
最
高

｢
レ
Tl
I

ド
｣
を
不
し
た
｡
世
界
諮
問
中
産
額
の
首
位
を
占

む
る
は
北
米
令
衆
観
で
.
第
二
は
南
米
智
利
､
聖

這

ア
フ
リ
ーヵ

の
カ
タ
ソ
ガ
､
第
四
は
英
領
加
奈
多
､
第
五
が
日
本
で
あ
る
､
本
邦
は
啓
幕
府
時
代
か
ら
せ
堺
有
数
の
産
銅
闇
で
､

大
正
七
､
八
年
頃
ま
で
は
､
北
米
合
東
園
に
次
溜
銅
の
産
額
は
於
で
世
界
諮
問
申
第
二
位
を
占
め
ね
が
､
大
正
十
年

に
は
南
米
智
利
に
凌
潟
せ
ら
れ
て
姉
三
位
に
下
-
'
大
jE
十
二
年
に
は
ア
フ
リ
カ
の
カ
タ
ン
ガ
は
節
三
位
を
誼
み
'

昭
和
三
年
に
は
英
領
加
奈
多
は
約
四
位
を
訣
･Q
で
今
は
第
五
位
に
降
っ
た
'
産
額
は
年
を
追
ふ
て
増
加
し
.
昭
和
三

年
に
は
六
六
〇
〇
〇
蒐
(約

一
億

一
千
四
汀
寓
斤
)
に
上
っ
た
が
､
侍
北
米
各
衆
閲
の
約
十
三
分

1
､
智
利
の
約
四
分

一
､
カ
タ
ン
ガ
の
約
二
分
の

.I
弧
に
過
ぎ
伯
｡
南
米
､
南
東
は
於
け
る
最
近
銅
銘
菓
の
健
展
は
異
に
利
-LLLLは
償
す
る

79
の
が
あ
り
､
産
地
か
ら
輸
出
港
に
通
ず
る
鋪
道
79
漸
次
開
通
し
､
運
搬
の
利
便
が
加
は
る
に
従
ひ
.
産
額
は
史
に

急
劇
に
増
加
す
る
事
が
確
か
で
あ
る
｡

南
米
や
簡
並
に
放
け
る
銅
醸
成
は
頗
る
五
大
で
其
分
布
置
域
が
旗
い
の
み
在
ら
ず
.
鉱
石
は
酸
化
銅
や
炭
酸
銅
が

多
-
し

てp
中
に
は
品
位
の
頗
る
優
良
を
も
の
を
多
産
し
､
沈
澱
銅
の
み
の
塵
で
も
英
大
在
も
の
で
も
加
之
掘
珠
は

容
易
で

､.士
人
を
使
役
し
､
薯
銀
は
低
廉
で
あ
る
か
ら
､
塵
鶴
の
槍
加
は
容
易
で
あ
る
が
､
従
来
は
交
通
の
不
便
の

慮
め
運
搬
に
苦
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
､
併
し
戯
道
が
漸
次
開
通
す
る
ほ
総

て運
搬
の
利
便
を
加

へ
る
か
ら
､
他

.1
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の
産
銅
問
の
脅
威
と
馬
る
の
は
白
紙
で
あ
る
｡

綱
で
本
邦
の
銅
銑
業
を
滴
る
tこ
'
錬
床
は
金
膿
と
し
て
富
鋸
帯
に
乏
し
-
'
他
方
に
於
で
著
し
い
新
館
床
の
駿
且

も
甚
だ
稀
少
で
.
鋸
石
晶
位
は

一
般
は
低
-
､
採
掘
個
所
が
操
-
在
る
に
従
で
種
々
の
困
難
が
加
は
る
か
ら
操
業
は

容
易
で
無

い
.
加
之
近
年
勢
働
貿
銀
の
昂
聡
で
生
産
費
が
上
る
ば
か
ら
で
あ
る
か
ら
'
営
業
者
は
極
力
努
力
の
器
械

化
を
謀
か
､
浮
遊
選
鋸
法
の
進
歩
や
'
精
髄
激
や
諸
設
備
の
改
善
や
､
魔
物
利
用
の

一
法
と
し
て
排
煙
中
よ
き
硫
酸

の
袈
出
を
賓
施
す
る
等
'
出
凍
る
限
-
能
率
の
増
進
と
生
産
費
の
軽
減
に
努
力
し
､
或
は
協
同
経
常
を
企
畜
L
t
専

ら
事
業
の
発
展
に
苦
心
す
る
は
'
誠
に
喜
ぶ
べ
き
現
象
で
あ
る
が
'
是
h
=)以
て
果
し
て
世
界
諾
閲
と
の
洗
車
場
種
に

角
逐
L

yt
覇
を
畢
ふ
事
を
得
べ
m
･ヤ
否
や
'
役
務
の
賓
鯖
に
鑑
み
､
今
後
甚
だ
心
細
か
ら
ざ
る
を
得
ぬ
｡

四
､

銭

鋼

鍍

業

次
に
銑
鋼
鋸
業
を
大
観
す
る
に
'
昭
和
三
年
に
於
け
る
世
界
線
産
額
は
'
銑
八
六
七
六
常
基
噸
､
鋼

1
〇
八

二

菌
英
唖
で
新
し
い
レ
コ
ー
ド
堅
不
し
た
'
産
朝
の
首
位
を
占
ひ
る
は
北
米
倉
衆
閥
で
､
銑
三
八

二
心
尚
英
嘱
､
鋼
玉

1
五
四
蘭
英
噸
'
第
二
は
濁
泡
で
銑

二

六
二
番
英
噸
'
銅

一
四
二
九
寓
噸
､
第
三
は
棚
蘭
酉
で
銑
九
九
三
常
英
噸

鋼
九
二
四
常
英
嘱
､
第
四
は
共
闘
で
銑
六
六

一
苗
英
噸
'
鋼
八
重

二
常
英
噸
'
銭
で
は
第
五
が
白
耳
義
で
三
八
三
寓

基
嘱
､
姉
六
が
露
西
軍

二
二
入
歯
英
噸
'
銅
で
は
第
五
が
露
酉
並
で
四

-1
四
歯
炎
噸
､
第
六
が
白
耳
義
三
八
七
寓
英

噸
で
あ
る
｡
之
に
対
し
本
邦
は
銑

1
三
八
商
英
嘱
､
鋼

一
六
入
歯
英
噸
で
､
世
鼎
渚
問
中
筋
十
位
で
あ
る
0
但
し
是

は
海
外
よ
-
掩
大
し
た
銑
鋸
か
J原
料
と
し
た
各
地
製
織
所
や
.
朝
鮮
の
座
視
を
も
余
部
合
計
し
た
も
の
で
､
本
邦
鹿

北
非
餓
環
大
槻

E
O
九

叫
三



仙

瑚

節
十
T.(小粒

f=S六
既

望

O

T
四

銑
鋸
は
依
る
産
鞄
は
億
は
鎌
約
四
嵩
抱
p
鋼
約
六
粛
泡
は
過
ぎ
伯
､

本
邦
に
於
で
現
に
繊
鋸
を
掘
探
せ
る
は
内
地
で

は
岩
手
堀
釜
石
塩
山
､
魔
振
囲
倶
知
安
翫
机
あ
る
の
み
で
､
岩
手
堀
小
久
慈
鉱
山
の
砂
銭
は
荷
精
煉
試
魔
の
域
を
験

せ
糊
｡
朝
鮮
は
葦
海
道
に
般
粟
｣
載
串
､
三
菱
下
敦
.
黄
陽
等
の
諸
鋪
山
､
平
安
摘
道
に
仲
川
､
威
鋸
南
道
は
利
原

の
諮
錬
山
が
あ
-
､,南
端
洲
舵
は
油
戴
食

酢
の
慮
薯
せ
る
鞍
山
製
紙
所
や
'
大
倉
組
の
蹄
密
は
係
る
本
湛
潮
製
織
所

が
あ
-
､
内
地
の
八
幡
､
輸
酉
爾
異
餓
所
と
舶
侯
て
'
何
れ
も
銃
､
鋼
の
内
閲
自
給
自
足
夏
日
塵
と
し
.
事
業
の
進

取
産
軍
の
噛
加
は
璽

胤
努
力
中
で
あ
る
が
､
兎
に
角
本
邦
は
元
凍
銭
額
の
賛
辞
は
乏
し
く
､
前
記
他
界
五
大
産
鋤
問

の
産
額
は
封
此
し
凍
る
時
は
､
其
差
の
大
な
る
は
失
望
を
禁
じ
轟
粕
｡

昭
和
三
年
本
邦
内
地
は
於
け
る
需
要
は
'
銑
約

一
七
八
常
施
､
鋼
材
約
二
三
〇
寓
蔵
で
'
前
年
に
此
し
銑
約
三
〇

蘭
越
ー
鋼
材
約

一
六
苗
漣
と
増
加
し
た
.
之
は
封
し
銃
は
内
地
の
蕉
産
増
加

一
七
寓
砲
､
醸
移
入
の
増
加

一
三
寓
漣

で
満
洲
以
外
の
外
囲
鎌
の
輸
入
糖
加
は
約

二

蕃
施
､
鋼
材
生
産
額
の
簡
加
は
約
二
六
常
雄
､
輸
入
減
約
七
商
魂
で

あ
っ
た
､
近
年
鋼
材
需
婁
槍
加
の
割
合
は

一
個
年
約

1
0
甫
遇
で
.
之
に
封
す
る
蓮
産
増
加
は
約
二
C
寓
施
で
あ
る

か
ら
輸
入
は
年
h
t過
て
漸
減
し
､
大
正
九
年
は
此
す
れ
ば
需
姿
は
五
割
以
上
埼
加
せ
る
ほ
係
ら
ず
'
輸
入
紙
は
約
三

割
舵
減
少
し
た
｡
此
趨
勢
を
以
て
す
れ
ば
､
今
複
数
年
む
出
で
ず
し
て
､
殆
ん
ど
自
給
自
足
の
域
は
蓮
す
る
を
待
べ

き
も
七
飯
銅
盤
業
は
於
で
粒
界
有
数
の
閉
た
る
乙
と
は
'
相
前
途
甚
だ
遼
遠
と
謂
は
ね
ば
夜
ら
鞄
.

世
界
諸
間
中
銭
の
天
然
資
源
の
豊
富
な
る
は
'
北
米
合
東
研
.
ブ
ラ
ジ
ル
､
キ
ュ
ー
ぺ

ユ
タ
プ
ア
タ
ン
ド
ラ
ン

ド
､
灘
蘭
西
'
共
著
利
'
瑞
典
､
濁
泡
､
西
班
牙
､
露
酉
並
､
東
洋
で
は
支
部
､
印
度
で
'
近
年
英
領
加
奈
太
､
露

層
恕
'
印
度
等
ほ
於
け
る
躯
業
の
藤
尾
は
日
醒
ま
し
い
も
の
が
あ
る
か
ら
'
従
来
の
五
大
産
織
園
が
何
時
ま
で
も
無.Y

‥

･
1----I



酌
む
許
さ
伯
で
あ
ら
う
O五

､

石

炭

鉱

業

世
界
石
炭
の
線
度
租
は

…
九
二
七
年
(
昭
和
二
)十
四
億
七
千
常
蔵
､

一
九
二
八
年
十
四
億
四
千
高
地
で
'
細

々
減

少
し
た
､
是
は
水
力
電
気
利
用
の
増
加
､
石
油
の
如
き
他
の
燃
料
の
侵
入
等
が
影
響
し
カ
も
の
で
あ
る
.
世
界
諸
岡

中
産
衛
の
補
熱
と
し
て

一
致
地
と
披
け
る
は
北
米
令
東
園
で
.

一
九
二
八
年
の
産
街
五
億

一
千
七
官
嵩
施
､
世
界
線

度
概
の
約
三
割
六
分
と
占
め
.
第
二
は
濁
泡
で
三
億

1
千
七
甘
嵩
施
.
筋
三
は
英
竃
利
で
二
億
四
千
二
百
寓
漣
､
第

四
は
傭
蘭
西
で
五
千
二
百
番
施
.
第
五
は
ポ
エ
フ
ン
ド
で
四
千

1
宵
歯
髄
､
第
六
は
ツ
エ
コ
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
で
三
千

六
官
寓
堪
､
妨
七
は
露
西
並
で
三
千
四
百
蘭
越
､
第
八
は
日
本
で
三
千
三
甘
七
十
簡
遇
で
あ
る
Q

北
米
合
衆
閥
に
於
Y
は
'

一
九
二
八
年
は
石
炭
不
況
で
'
産
租
.
貿
易
楯
共
は
減
退
し
､度
数
諸
州
中
イ
リ
ノ
イ
､

イ
ン
デ
ア
ナ
二
州
が
少
し
く
増
産
し
た
の
み
で
'
他
の
諸
州
は
何
れ
も
前
年
に
此
し
減
産
し
た
'
猫
過
は
大
戦
後
ア

ル
サ

ス

ロ

ー

レ
ン
や
上

シ
レ
シ
ア
の

一
部
譲
渡
の
鵜
巣
著
し
-
産
炭
地
域
を
減
じ
'
之
加
ル
ー
ル
占
領
に
よ
-
で
覇

業
は
大
打
撃
を
衷
-
光
る
ほ
も
係
は
ら
ず
'
囲
民
の
非
常
な
る
奮
勉
努
力
に
因
む
･P
褐
炭
の
産
額
が
比
率
著
し
-
檎

加
し
.

一
九
二
八
年
に
は
遂
に
黒
炭
の
産
箱
を
凌
鶴
す
る
に
至
っ
た
｡
其
黒
炭
と
の
合
計
産
額
が
優
に
英
吉
利
を
凌

鶴
し
て
.
世
界
線
産
額
の
約
二
割
二
分
と
占
ひ
る
革
は
'
産
業
復
興
の
如
何
に
旺
盛
な
る
か
を
表
徴
す
る
79
の
で
あ

っ
て
､
異
に
驚
嘆
に
侶
す
る
｡

荷
特
記
す
べ
き
は
.
妊
年
欧
米
諸
国
が

一
般
に
石
荻
の
.昼
席
過
剰
に
臓
め
る
の
傾
向
あ
る
は
係
ら
ず
､
猫
過
は
繍

仰
非
錦
発
火
槻

Bl一

7
五



地

球

約
十
=
雇

莞

故

買

7

二

ハ

壷

の
異
常
誉

芸

と
.
石
着

用
の
新
方
法
の
考
究
霊

と
誌

4
･
比
欝

之
芸
警

讐

ざ
る
は
､
亦

賓
追

撃

べ
き
で
あ
る
0
今
若

衆
新
利
用
法
の
二
p
三
量

れ
ば
､
(
一
)
コ
ー
ク
ス
芝

の
副
産
物
富

ク
ー

カ
マド

ル
の
改
善
｡

(

二
)
コ
ー
ク
晶

-

中
の
水
-

利
用
し
･
安

中
の
蓋

晶

等

孟

｡
(
≡
)石
慧

斯
よ
卓

ガ

ソ
リ
ン
の
組
成
｡
等
で
あ
る
｡

凄

譜
欝

今
後
石
義

弟
の
董

-

は
･
嘉

,
蓋

印
度
,
ビ

ル
マ
､

ポ

言

オ
で
あ
る
｡

本
邦
の
石
基

業
は
近
年
水
力
票

事
業
の
雷

は
依
み
､
又

表

事
業

の
不
振
は
よ
み
,
需
警

増
加
浸

し
か
ら
ざ
る
は
加

へ
､

嘉

撫
順
泉
の
侵
入
塘
加
あ
-1
･
哲

は
英
問
政
府
の
印
庇
蓋

助
政
讐

南
軍

タ
ル
茨

の
告

に
よ
-1
.
香
纏
'
新
嘉
吸
等
方
面

へ
の
販
路
塞

が
れ
,
蒜

舶
､
譜

の
燃
料
と
し
嘉

油
､
ガ

ソ
リ
ン

の
侵
入
あ
-1
.
結
局
蓋

過
剰
は
個
-

市
債
低
哲

､
貯
-

蒜

加

し
-

め
､
芸

者
は
差

制
限
晶

的

賓
行
す
る
の
止
む
-

-

つ
ね
0
併
し
票

況
競

-

る
痛
め
､
操
業
の
改
善
､
禁

｡
碧

の
歪

化
,
能

率
の
貰

う
長
壁
採
掘
法
の
普
及
･
選
炭
の
改
良
等
ほ
よ
-

ら
-

費
の
低
減
･
妾

の
空

は
向
蒜

は
れ
た

る
営
業
者
の
必
至
の
努
力
は
薯
に
多
と
す
る
は
足
る
0

昭
空

年
の
慶
警

地
方
別
は
す
れ
ば
､
空

は
雷

撃

一
八
二
〇
蓋

､
讐

は
詰

道
で
六
八
宗

堪
､

聖

は
長
崎
讐

二
至

苗
堪
､
第
四
は
雷

撃

二
二
三
蓋

､
豊

は
川
口
撃

一
八
三
悪

､
禁

は
佐
賀

楳

高

二
寓
讐

あ

る
'
今
後
教
展
の
勢
旺
盛
夜
の
は
北
海
道
で
あ
る
〇

六
ー
石

油

錬

業



石
油
兼
業
は
近
年
看
紬
需
嬰
の
激
埠
は
仲
以
､
年
を
追
て
旺
盛
は
向
ふ

て屠
る
ー
世
界
石
油
鴇
鷹
散
は
､

一
九
二

六
年
､

ti.
〇
九
八
百
商

バ
ー
レ
ル
(
一
バ
ー

レ
ル
は
○
｡七
九
石
飴
)'
1i
九
二
七
年
'

1
二
六

一
百
甫
バ
ー
レ
ル
､

.I

九
七
八
鉾
､
三

七

三
百
寓

バ
ー
レ
ル
で
あ
っ
瀧
が
'
増
加
の
割
合
は
著
し
-
減
退
し
た
.
世
界
語
圃
中
産
額
の
首

位
懲
占
ひ
る
ほ
北
米
各
衆
閥
で

1
九
二
八
年
に
は
値
罫
紙
産
額
9
1ハ
剖
八
分
､
却
ち
九

.1L盲
寓
バ
ー
レ
ル
を
崖
出

し
雪

第
二
は
プ
エ
ネ
ヅ
エ
ラ
で

l
〇
六
BTTT筒
QP,
-
レ
γ
､
第
三
は
露
酉
並
で
八
八
百
寓

バ
ー
レ
ル
も
第
四
は
メ
キ

ジ

n
で
五
〇
屑
常
バ
I
J
レ
γ
､
第
五
は
ベ
ル
･b
ア
で
四
二
東
商

バ
ー
レ
ル
､-
第
六
は
ル
ー
マ
ニ
ア
で
三

1
育
苗

バ
ト

レ
γ
､
節
七
は
蘭
領
来
印
度
で
二
九
百
常

rYJl
I
レ
ル
'
第
八
は
コ
ロ
ン
/yij
ア
で
二
〇
胃
洗
バ
ー
レ
ル
'
筋
九
は
ペ
ル

ー
で

1
二
高
歯

バ
ー
レ
ル
'
筋
十
は
ア
ル
ゼ
ン
サ
ナ
で
九
百
常

バ
ー
レ
ル
'
本
邦
は
筋
十
五
位
で

二

八
官
爵

バ
ー

レ
ル
を
産
出
し
た
.
右
の
内
堀
塵
の
最
79.旺
盛
な
の
は
グ
エ
ネ
ブ
ラ
フ
で
'
前
年
に
此
し
六
割
八
分
の
大
将
産
を
属

し
露
西
蕗
を
凌
鶴
も
て
第
二
位
に
上
っ
た
､
ー之
に
次
ぎ
塔
屋
の
割
合
多
か
-
L
は
'
露
酉
並
､

コ
ロ
仏
ビ
ア
.
ル
ー

ヤ

エ
ア
の
順
序
で
あ
る
'
産
額
む
兼
西
南
牛
球
に
封
比
す
れ
ば
､

1
九
二
八
年
西
単
球
は
世
界
線
産
額
の
約
八
割
四

分
を
占
め
基
準
球
の
五
倍
以
上
を
産
出
J
.ね
｡

世
罪
石
油
座
間
中
産
租
の
痕
79
多
い
北
米
各
衆
図
に
於

で.
現
今
最
7g
石
油
業
の
旺
盛
を
る
は
中
部
地
方
で
ハ

西

部
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
が
之
に
次
ぎ
､
東
部
油
肘
は
遇
に
其
下
部
に
降
-
､
其
産
祝
は
近
年
勃
興
せ
る
メ
キ
･b
n
滞
粁

籍
仙
田
に
及
ば
ぬ
ほ
至
っ
た
､
今
よ
わ
約
七
〇
年
前
北
米
に
於
で
初
め
て
石
油
業
の
勃
興
し
た
の
は
'
東
部
油
田
で

ペ
ン
シ
ル
ダ
ア
,エ
ア
州
が
其
中
心
で
あ
っ
た
が
.
其
後
イ
リ

ノ
イ
P
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
.
オ
ハ

イ
オ
'
酋
プ
ア
ー
'Y,)
エ

ア
に
移
･e･､
今
は
中
部
の
テ
キ
サ
ス
'
オ
ク
ラ
ホ
三

一州
と
西
部
の
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
が
最
79
産
額
が
多

い
｡

=i
東

銀
発
火
組

望

三

丁
七



地

拭

節
卜

三
番

節
大
鵬

空

的

l
八

･
南
米
ダ
エ
ネ

ヅ

エ
ラ
に
於
け
る
近
年
石
油
業
の
藤

尾
は
'
賓
に
静
-
町
き
も
の
で
.

一
九
二
八
年
末
に
は
日
産
四

〇
寓

バ
ー
レ
ル
に
達
し
､
佃
新
油
田
の
閃
磯
せ
ら
る
る
も
の
も
あ
る
か
ら
産
額
は
吏
陀
増
加
の
可
能
性
が
あ
る
が
､

運
搬
カ
に
制
限
が
あ
る
か
ら
之
に
制
せ
ら
れ
て
任
意
の
増
加
が
用
凍
rSb賓
況
で
あ
る
O

露
歯
並
は
バ
ク
ー
及
び
グ
ロ
ブ

ニ
ー
油
田
に
於
け
る
鋭
業
が
順
調
に
進
み
､
長
距
離
''l
イ
ブ
迭
油
の
設
備
が
逐
次

完
成
し
た
か
ら
今
後
産
油
顎
が
著
し
-
増
加
す
る
の
で
あ
ら
う
､
佃
露
関
東
油
田
に
於
け
る
重
妥
在
る
事
項
は
､
天

然
克
斯
の
盛
に
噴
出
す
る
串
で
あ
る
.
製
油
能
力
も
著
し
-
埼
大
し
.
就
中
軽
質
油
が
多
畳
に
製
出
さ
る
る
.

粟
津
は
於
で
石
油
兼
の
旺
盛
在
る
は
ビ
ル
マ
と
ボ
ル
ネ
オ
で
'
ビ
ル
マ
の
抽
出
は
イ
ラ
ブ
デ
イ
河
流
域
と
ア
タ
カ

ン
地
力
と
は
在
-
p
蘭
債
ボ
ル
ネ
オ
は
北
東
海
岸
に
空
フ
カ
ン
､
サ
ン

ガ
サ
ン
ガ
等
の
大
油
田
あ
み
､
多
大
の
石
油

埋
蔵
が
期
待
せ
ら
れ
'
今
年
三
井
物
産
愈
融
は
サ
ヤ
リ
ン
ダ
の
北
方
は
試
掘
を
開
始
し
､
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
愈
牡
も
試
掘
地
HLJ物
色
中
の
様
子
で
あ
る
.

本
邦
の
石
油
鍛
業
は
種
々
の
原
因
で
近
年
不
振
を
免
れ
簸

5'
の
は
遺
憾
で
あ
る
｡
其
主
要
在
る
原
田
は
従
衆
の
油

田
が
粍
掘
の
時
期
に
人
身
自
然
に
産
出
額
の
減
じ
た
事
と
.
米
油
等
の
侵
入
に
因
る
坂
東
の
競
争
に
苔
む
革
と
で
あ

る
0石

油
産
額
の
最
も
多
か
つ
ね
の
は
'
大
正
四
年
で
二
六
〇
寓
石
に
達
し
ね
が
其
後
大
正
六
年
迄
二
五
〇
筒
石
を
上

下
L
.
賓
に
石
油
薗
業
の
黄
金
時
期
で
あ
っ
た
.
其
後
漸
次
減
産
し
て
大
正
十
二
年
以
後
は

〓
ハ
C
寓
石
内
外
と
馬

身
P
昭
和
三
年
も

一
六
二
嵩
石
で
あ
っ
た
.

鮮
井
と
製
油
の
技
術
の
進
歩
は
著
し
-
､
捉
水
洗
n
l
二
〇
〇
米
の
峯
井
に
約
六
ケ
月
を
妥
し
た
が
､
今
は
機
に



山
ヶ
月

牛

の
工
程
と
馬
-
従
凍
製
出
不
充
分
で
あ
っ
た
高
級
磯
城
油
が
異
垂
蒸
漕
法
に
図
-
で
､
完
金
に
異
出
せ
ら

る
る
城
に
為
っ
た
｡

本
邦
油
田
中
で
産
額
の
多

い
の
は
依
触
新
潟
楳
新
津
､
西
山
雨
油
田
で
'
秋
田
煤
の
豊
川
､
黒
川
雨
油
田
が
之
に

次
ぎ
.
新
潟
高
町
油
田
が
其
次
ぎ
で
'
何
れ
も

一
ヶ
年

一
〇
常
石
以
上
二
五
寓
石
の
石
油
を
塵
す
る
'
秋
m
糠
の
由

利
p
旭
川
､
新
潟
順
の
兼
山
'
大
雨
､
金
津
等
の
油
田
は
何
れ
も
年
産
五
筒
石
以
上

一
〇
寓
石
以
下
で
あ
る
'
石
狩

油
凹
も
昭
和
三
年
ほ
は
五
寓
石
を
度
し
'
壷
幣
出
磯
琉
油
刑
と
北
ハほ
肺
凍
嘱
望
せ
ら
れ
て
居
る
O

七
､
硫

黄

錬

業

妊
年
硫
酸
の
需
要
激
増
に
伸
び
､
硫
黄
の
市
傭
昂
聡
し
､
硫
黄
餅
業
は
好
況
を
易
し
で
居
る
'
硫
黄
鋸
業
に
於
で

世
界
に
雄
た
る
は
北
米
合
衆
閥
で
'

1
九
二
八
年
､
約
二

1
二
寓
砲
を
産
出
し
た
.
第
二
は
以
太
利
で
'
三
〇
常
堪

組
三
は
円
本
で
七
蘭
越
､
第
四
は
両
班
牙
で
約
三
蘭
越
で
あ
る
｡

･
北
米
各
衆
図
に
於
で
､
主
と
し
て
硫
黄
態
度
す
る
は
テ
キ
サ
ス
州
で
'
資
源
豊
富
在
る
新
鶴
床
が
稼
布
せ
ら
れ
賂

狙
益
々
増
産
の
見
込
で
あ
る
｡

以
太
利
は

シ
シ
リ
ー
島
が
硫
黄
の
主
産
地
で
あ
る
が
硫
黄
騎
床
は
繁
魔
と
云
ふ
む
赫
覆

い
｡
産
額
は
減
少
の
傾
向

で
あ
る
0

本
邦
は
以
太
利
と
刷
じ
-
火
山
図
で
.
硫
黄
の
資
源
に
富
み
､
近
年
製
紙
業
､
人
造
摘
綿
工
業
の
隆
盛
に
件
3
'

需
要
激
増
し
た
痛
め
硫
黄
鋸
業
は
活
気
数
量
し
.
産
額
は
年
を
迫

で噂
加
し
た
.
稼
行
中
の
焼
山
は
設
備
を
改
暮
し

柵
外
紙
難
火
秋

田
蒜

7九



坤

'･

J
域

肌
十

三
怨

節
穴
跳

由
三

二
〇

番
業
を
横
張
L
p
休
業
中
怒
ら
し
蘭
山
竜
轡
々
事
業
港
市
開
し
た
か
ら
'
今
後
の
聴
展
は
疑
無

S
.

八
､
要

一給

文
明
図
に
於
け
る
各
種
の
工
兼
は
､
有
用
鋸
物
を
原
料
と
為
し
.
又
は
鬼
を
動
力
の
資
源
と
す
る
こ
と
が
頗
る
多

い
か
ら
'
廃

業
ほ
各
種
工
業
jJ
の
闘
係
が
甚
だ
親
密
且
つ
蛋
大
で
､
其
教
壇
如
何
が
間
力
の
発
寒
､
周
遊
の
隆
昌
に

向
で
茸
華
を
枚
勃
々
務
ず
る

.
罫
は
今
更
簡
明
を
要
し
無

い
｡
社

て蛾
F
A石
炭
.
石
油
の
如

き
蛋
要
錬
物
の
産
街
は
'

-似
て
問
カ
を
窺
知
す
る
の
観
錦
と
見

放
す
事
が
出
凍
る
｡
本
邦
の
錬
柴
は
維
新
常
時
に
此
し
薯
に
驚
-
べ

き
長
足
の

進
歩
を
準
げ
'
産
衛
も
非
常
に
増
大
し
た
れ
共
'
荷
世
界
の
弧
大
閲
は
封
此
し
凍
れ
ば
多
大
の
遜
色
を
免
れ
無

い
､

即
ち
磯
産
粕
に
於
で
は
節
十
位
で
､
首
位
た
る
北
米
令
衆
駒
の
二
九
分

言

及
ば
ず
､
石
茨
で
僧
第
八
位
で
首
位
た

る
各
東
園
の
約

一
五
分

1L.､
石
油
で
偲
第
十
五
位
で
.
合
衆
間
の
五
〇
〇
分

1
ほ
過
ぎ
覆

い
､
世
堺
五
大
問
の

11
と

し
て
飴
･e
一に
貧
窮
の
湛
鹿
が
葦
し

い
J
J
謂
は
ね
ば
な
ら
沿
｡

1
年
後
世
界
の
綬
酒
場
種
は
於
で
は
､

金
然
資
力
の
競
争
で
あ
る
か
ら
'
是
非
簡
笛
の
槍
進
'-
囲
カ
の
充
賓
を
謀
ら

ぬ
ば
怒
ら
取
'
是
が
馬
め
に
は
蝕
業
の
発
展
む
期
園
L
t
之
を
賓
現
す
る
事
が
兼
も
緊
要
で
あ
る
1
-之
は
勤
し
常
人

は
我
圃
民
の
鞠
窮
努
力
h
l熱
望
し
て
止
ま
夜

い
｡

(完
)


